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ⅱ 他県と比較した本県の自殺者数の状況 

 

● 全国を基準として、南関東は「20歳代」以下の比率が高く、また、「30～50歳代」の比率も高い。

一方で、「80歳以上」の比率は低い（図表ⅱ-01-1）。  

● 全国で、60歳未満と60歳以上の比率はほぼ６：４であるが、南関東は60％を超えている（図表ⅱ-

01-1）。 

● 南関東の中では、本県は「40歳代」と「50歳代」の比率がやや高い（図表ⅱ-01-2）。 

地方別及び南関東地方における都県別・年齢階級別の自殺者数の構成比 

（過去10年（2010年～2019年）の累計） 

              (出典：警察庁「自殺統計」より神奈川県がん・疾病対策課作成) 

図表ⅱ-01 

本資料に用いた地方区分表 2020年１月１日現在 

注）人口は住民基本台帳による。 

１ 年齢階級別の状況  

図表ⅱ-01-2 構成比 

図表ⅱ-01-1 構成比（％） 
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 ⅱ 他県と比較した本県の自殺者数の状況 

 

 ２ 職業別の状況 

● 全国を基準として、南関東は、「学生・生徒等」、「主婦」、「その他の無職者」の比率が高い（図

表ⅱ-02-1）。 

● 南関東の中では、本県は、「自営業・家族従業者」、「被雇用者・勤め人」、「主婦」、「失業者」

の比率がやや高い（図表ⅱ-02-2）。 

地方別及び南関東地方における都県別・職業別の自殺者数の構成比 

（過去10年（2010年～2019年）の累計） 

               (出典：警察庁「自殺統計」より神奈川県がん・疾病対策課作成) 

図表ⅱ-02 

図表ⅱ-02-1 構成比（％） 

図表ⅱ-02-2 構成比 
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ⅱ 他県と比較した本県の自殺者数の状況 

 ３ 原因・動機別の状況    

● 全国を基準として、南関東は、「家庭問題」、「経済・生活問題」、「勤務問題」の比率がやや低い

（図表ⅱ-03-1）。  

● 南関東の中では、本県は、「家庭問題」、「勤務問題」の比率がやや高い（図表ⅱ-03-2）。 

地方別及び南関東地方における都県別・原因・動機別の自殺者数の構成比 

（過去10年（2010年～2019年）の累計） 

                  (出典：警察庁「自殺統計」より神奈川県がん・疾病対策課作成) 

図表ⅱ-03 

図表ⅱ-03-1 構成比（％） 

図表ⅱ-03-2 構成比 
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 ⅱ 他県と比較した本県の自殺者数の状況 

 

 ４ 手段別の状況  

地方別及び南関東地方における都県別・手段別の自殺者数の構成比 

（過去10年（2010年～2019年）の累計） 

              (出典：警察庁「自殺統計」より神奈川県がん・疾病対策課作成) 

図表ⅱ-04 

● 「首つり」の比率は、どの地方でも65％前後を占めて一番高いが、中でも東北、北陸、中国・四国や

九州・沖縄では高く、南関東や近畿では低い（図表ⅱ-04-1）。 

● 南関東では、「飛降り」や「飛込み」の比率が全国より高い（図表ⅱ-04-1）。 

● 南関東の中では、本県は、「飛降り」の比率が低く、「首つり」の比率が高い（図表ⅱ-04-2）。 

注）「その他」には次の項目を含む。有機溶剤吸引、排ガス等のガス、感電、焼身、爆発物、銃器、刃物、入水等。 

図表ⅱ-04-1 構成比（％） 

図表ⅱ-04-2 構成比 
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ⅱ 他県と比較した本県の自殺者数の状況 

 ５ 場所別の状況  

地方別及び南関東地方における都県別・場所別の自殺者数の構成比 

（過去10年（2010年～2019年）の累計） 

              (出典：警察庁「自殺統計」より神奈川県がん・疾病対策課作成) 

図表ⅱ-05 

● 「自宅」の比率は、どの地方でも60％前後を占めて一番高いが、中でも東北、南関東、北陸では高

く、北海道や近畿では低い（図表ⅱ-05-1）。 

● 南関東では、「高層ビル」の比率が全国より高い（図表ⅱ-05-1）。 

● 南関東の中では、本県は、「自宅」の比率が高く、「高層ビル」や「海河川」の比率が低い（図表ⅱ

-05-2）。 

注）「海（湖）・河川等」は、池・沼を含む。「その他」には次の項目を含む。学校、勤め先、病院、福祉施設、ホテル・旅館、デパート、駅 

    構内、鉄道線路、路上、公園、社寺境内、田畑、等。 

図表ⅱ-05-2 構成比 

図表ⅱ-05-1 構成比（％） 
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 ⅱ 他県と比較した本県の自殺者数の状況 

 

 ６ 自殺未遂歴の状況    

● 「未遂歴あり」はどの地方でも20％前後を占める（図表ⅱ-06-1）。 

● 南関東の中では、本県は「未遂歴あり」の比率がやや高い（図表ⅱ-06-2）。 

地方別及び南関東地方における都県別・自殺未遂歴の有無別の自殺者数の構成比

（過去10年（2010年～2019年）の累計） 

              (出典：警察庁「自殺統計」より神奈川県がん・疾病対策課作成) 

図表ⅱ-06 

図表ⅱ-06-1 構成比（％） 

図表ⅱ-06-2 構成比 
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ⅱ 他県と比較した本県の自殺者数の状況 

 ７ 同居人の有無の状況   

● 全国を基準として、南関東は、「同居人あり」の比率が低い（図表ⅱ-07-1）。  

● 南関東の中では、本県は、「同居人あり」の比率がやや高い（図表ⅱ-07-2）。   

地方別及び南関東地方における都県別・同居人の状況別の自殺者数の構成比 

（過去10年（2010年～2019年）の累計） 

             (出典：警察庁「自殺統計」より神奈川県がん・疾病対策課作成) 

図表ⅱ-07 

図表ⅱ-07-1 構成比（％） 

図表ⅱ-07-2 構成比 


